
理

由

最
近
に
お
け
る
鳥
獣
の
生
息
の
状
況
及
び
狩
猟
の
実
態
に
鑑
み
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
の
一
層
の

推
進
を
図
る
た
め
、
集
中
的
か
つ
広
域
的
に
管
理
を
図
る
必
要
が
あ
る
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
す
る
事
業
の
創
設
、
鳥
獣
の
捕
獲
等

を
す
る
事
業
の
認
定
制
度
の
導
入
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


